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　山肌を落ちる白い谷水、階段のように並ぶ

ワサビ田。「有東木は 72 世帯ほど、その 3 分

の 1 がワサビ田経営家庭」と、案内していた

だいた有東木「友の会」会長望月勝次さん。『広

報目的』での有東木ワサビ田巡りだったので

すが、目的を終え、帰路集落はずれまで下り

たとき、アッ！！…白いウツギの花（卯
う

の花）

が道路両側の山肌を埋めていました。

　「ウツギ（ウツロギ）は「悪霊」等を防ぐと

伝えられ、皇居では天皇、皇后の寝室の四隅

にウツギの杖（卯
うじょう

杖）が立てかけてあるとか。

　『有東木」という名…『群生するウツロギ』

…？？またいつの日か、ここに一軒だけある

売店で、ワサビを味わい、この郷の 500 年昔

を想うのもいいかな、と有東木をあとにしま

した。（熊崎 岩男）

ワサビ栽培発祥の地、

有東木を訪ねて

有東木の里

清水流れるワサビ田
平成30年3月「静岡水わさびの伝統栽培」が世界農業遺産に認定されました。
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本
年
度
よ
り
、
各
地
区
か
ら
選

ば
れ
た
代
議
員
に
よ
る
定
時
総
会

が
5
月
18
日
（
金
）
午
後
1
時
15

分
か
ら
、
は
ー
と
ぴ
あ
清
水
で
開

催
さ
れ
た
。

　

37
名
の
代
議
員
の
う
ち
、
出
席

35
名
、
委
任
状
1
名
と
い
う
ほ
ぼ

１
０
０
％
に
近
い
出
席
率
だ
っ

た
。

　

保
健
福
祉
長
寿
局
、
平
松
局
長

を
は
じ
め
5
名
の
方
々
が
来
賓

と
し
て
ご
臨
席
く
だ
さ
り
、
平

松
局
長
は
「
人
生
１
０
０
年
時

代
、
7
年
後
は
5
人
に
1
人
が

65
歳
以
上
と
な
り
、
支
え
る

側
、
支
え
ら
れ
る
側
も
高
齢
者

で
お
互
い
に
支
え
合
わ
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
る
。
一
人
ひ
と

り
が
街
づ
く
り
に
寄
与
し
て
ほ

し
い
。
地
域
の
人
と
の
交
流
、

つ
な
が
り
を
生
か
し
た
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
期
待
す
る
」
と
い
う

お
話
が
あ
っ
た
。

　

永
田
会
長
が
議
長
と
な
り
、

第
1
号
議
案
か
ら
第
5
号
議
案

ま
で
、
事
務
局
に
よ
る
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
た
丁
寧
な
説
明
で
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
議
案
に
つ
い
て
質
疑
も
な
く

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、
減

少
に
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
苦
し
い
状
況
で
あ
る
が
あ

き
ら
め
ず
、
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
前
向
き
な
意
見

や
、
市
老
連
で
作
成
、
配
布
し

た
チ
ラ
シ
を
勧
誘
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
い
う
事
務
局
か
ら
の

依
頼
も
あ
っ
た
。

　

第
5
号
議
案
の
「
役
員
の
任

期
の
特
例
」
に
つ
い
て
は
、
次

期
改
選
時
の
任
期
（
31
年
５
月

～
）
は
、
こ
の
期
の
み
3
年
間

と
し
た
い
。（
理
由
は
代
議
員

任
期
・
全
老
連
・
関
ブ
ロ
の
役

員
任
期
と
合
わ
せ
る
た
め
）
と

の
議
案
も
全
員
一
致
で
承
認
さ

れ
、
議
長
の
閉
会
宣
言
で
15
時

23
分
に
閉
会
し
た
。

（
吉
野
ち
よ
み
）

追
記　
（
議
案
書
は
単
老
へ
1

冊
ず
つ
配
布
）　
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市 老 連 の 活 動

平
成
30
年
度 

定
時
総
会 

開
催

会
員
増
強
に
向
け
、一
致
団
結
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　明るく若々しい雰囲気のチラシです。シニ

アクラブの活動内容をわかりやすく紹介して

ありますので、ぜひお知り合いのかたに入会

を勧めるときにご活用ください。

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
の
大
き
な
社
会
問
題
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
以
前
か
ら
高
齢
者
の
持
つ
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
世
代
間
交
流
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
一
時
休
止
し
て
い
た
県
補
助
事
業
の
「
ふ
じ

さ
ん
っ
こ
応
援
隊
モ
デ
ル
事
業
」
が
昨
年
度
か
ら
復
活
し
、
次
の

３
団
体
に
よ
る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（3）第 27 号 市 老 連 だ よ り 平成 30 年 7 月発行

会員募集ちらしが

完成しました! !

各事務局に置いてありますので

有効にご活用ください

知
識
・
経
験
を
生
か
し
、
世
代
間
交
流

ふ
じ
さ
ん
っ
こ
応
援
隊
モ
デ
ル
事
業

①安東地区シニアクラブ連合会
　赤ちゃん誕生の仕組みを分かりやすく
　説明し、命の大切さ学びました。

③東新田せきれい会
　子ども達が育てたさつま芋に
　よる焼き芋大会を実施しました。

②安
あごむ つ じ ゅ
居睦寿会

　節分・ひなまつり行事等で
　子どもとシニアが交流しました。
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仲間の演技に拍手喝采

　2 月 7 日当日は寒波の厳しい朝でした。役員

と一緒に来場してくれた出演者や応援者の皆さ

んのために、時間を早めての開場となりました。

　今回は自分たちの出番が終わっても観る側と

なり、仲間の演技の頑張りに大きな拍手と声援

をおくって、皆さんが一体となった素晴らしい

芸能発表会でした。

　また、区としては初めての「リフォームファ

ッションショー」では出演者がスポットライトを

浴び、舞台でとるポーズの艶やかさに歓声と拍手

が響きました。

　最後の全員合唱は、服部会長を中心に総勢 400

名余の大合唱となり、「来年は足を引きずっても、

腰が曲がっても舞台に立つぞ！」との声も聞き、

希望と勇気をもらった一日でした。（大石眞由美）
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活 動 紹 介 《 芸 能 発 表 会 》

駿河区

答えは20ページに掲載
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演じる人も観る人も一体となって

　29 年度の最終を飾る一大イベント静岡市清水福祉総合文化祭「芸能発表会」

が去る 30 年 1 月 16 日（火）にマリナートの大ホールで開催された。

　1 チーム 5 名以上という枠の中で、38 もの演目がありコーラス、民謡、日舞、

歌謡曲等、多種多様の芸が披露され、観客も楽しむことができた。昔から「好き

こそ物の上手なれ」とい

う通りだと思った。中で

も 100 名を超える人た

ちの歌う混声合唱は、地

区の人々の団結力のすご

さが感じられ見事だっ

た。

（吉野ちよみ）

リフォームファッションで会場を魅了

　12 月 15 日（金）、市民文化会館にて、葵区シニアクラブ連合会芸

能発表会が開催されました。合唱や民謡、銭太鼓、日舞など 24 組（午

前の部 13 組、午後の部 11 組）、リフォームファッションショー 9 名 

がステージに立ち、日頃の練習成果を発表しました。

　リフォームファッションショーは、タンスに眠っている着物を解き、

ひと針ひと針刺レ子をしてあるもの、着物の形を残してコートにする

など、思い思いの工夫で洋服に変身です。会場からは、「いいわねぇ…、

すてきねぇ…」と感嘆の声と拍手が沸き起こりました。

　残念ながら客席には空席が目立ち、しかし苦労した甲斐あって中身

の濃い内容でした。他学地区との交流も出来て和やかな発表会でした。

　次回は、準備は早く始めて、満席になるよう努力したいと思います。（石川 和惠）
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活 動 紹 介 《 芸 能 発 表 会 》

葵　区

清水区
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　5 月 24 日（木）、中原スポーツ広場で駿河

区グラウンド・ゴルフ大会が開催されました。

前日から当日の朝方まで降っていた雨でグラ

ウンドには各所に水溜まりができていました

が、それでも午前６時から実行委員による整

備作業の結果、どうにか実施にこぎつけました。

　競技が進むにつれコンディションも少しずつ良

くなり、昼頃には川原を渡ってくる涼しい風の中で

予想以上の良いスコアの方が続出しました。日々の

練習の成果が発揮された良い大会になったことに

感謝します。（野田 睦彦）

　6 月 20 日（水）に中央体育館で駿河区輪
投げ大会を開催し、約 450 人（72 チーム）
が参加、4 ブロックに分かれて試合を行いま
した。当日は梅雨の晴れ間を願いましたが、
残念ながら朝から大雨。しかし選手の皆さん
は「雨にも負けず風にも負けず」会場に集ま
り、元気いっぱいプレーしました。
　今大会の上位 24 チームは、8 月 10 日（金）
に北部体育館で行われる第 13 回シニアクラ
ブ静岡市輪投げ大会に出場します。

（野田 睦彦）
順　位 地区名 チーム名

第１ブロック
優　勝 長田北 手越千寿会

準優勝 富士見 登呂一丁目楽友会 C

第２ブロック
優　勝 富士見 登呂中部楽寿会 A

準優勝 富士見 登呂一丁目楽友会 B

順　位 地区名 チーム名

第３ブロック
優　勝 富士見 登呂一丁目楽友会 A

準優勝 中　田 福寿会

第４ブロック
優　勝 富士見 富士見台長壮会 A

準優勝 南　部 睦和会

第 6 回 駿河区グラウンド・ゴルフ大会

活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

大会結果
男性の部

順位 氏名 学区 スコア

優　勝 鈴木　格次 大里西 68

準優勝 杉山　幹雄 富士見 71

第 3 位 武田　晋平 西豊田 71

第 4 位 大野　忠雄 西豊田 73

第 5 位 杉山　保　 大里西 73

女性の部

順位 氏名 学区 スコア

優　勝 中島　洋子 中島 76

準優勝 久保田鏡子 中島 77

第 3 位 笠井　米子 南部 77

第 4 位 高田　雪江 西豊田 79

第 5 位 葛西　良子 富士見 79

大
会
結
果

※ 16H 2 回でのスコア
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第 14 回 駿河区輪投げ大会

優勝は鈴木格次さん 中島洋子さん

72チーム参加  上位24チームが市大会へ
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活 動 紹 介 《 葵 区 》

大会結果

男性の部

順　位 氏　名 スコア

優　勝 田中　茂　 48

準優勝 森崎　禎夫 50

第３位 大村　義之 50

　梅雨入り前の空を見上げながら、5 月 30 日（水）松富スポ

ーツ広場に選手 330 名が集い、葵区グラウンド・ゴルフ大会

が開催されました。天候が心配されたため、開始時間の前倒し

で開会式、競技開始です。

　一打目からホールインワンの声、5 〜 6 打となる選手、歓声

あり、ため息あり、拍手ありです。時折雨がポツポツ…、でも

最後まで和気あいあいの楽しい大会となりました。上位 48 名

の選手は 10 月 12 日（金）「市老連グラウンド・ゴルフ大会」

に出場されます。練習に励んで下さい。（石川 和惠）

大
会
結
果

女性の部

順　位 氏　名 スコア

優　勝 鈴木富美子 49

準優勝 柴田カヨ子 54

第３位 松永　桂子 57
※ 12H 2 回

でのスコア

　6 月 22 日（金）、中央体育館にて葵区輪投げ大会が開
催され、74 チームが参加して得点を競いました。各チ
ームが奮闘するなか、順調に得点を重ねた麻丘クラブＡ
チームが今大会を制しました。
　「やっぱり強い !!」…至らなかったチームからため息
交じりの賞賛の声も聞かれ、また「私たちも頑張った、
見てくれ、悪い点ではないぞ」と来年の大会での雪辱を
誓うチームもありました。（熊崎 岩男）

74チーム出場  優勝は麻丘クラブＡ
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順　位 チーム名 学地区

優　勝 麻丘クラブＡ 麻機

準優勝 美寿々会 A 美和

第３位
七福会 A 田町

東寿会 A 麻機

選手330名が
市大会目指し奮闘!!

第 6 回 葵区グラウンド・ゴルフ大会

第 14 回 葵区輪投げ大会
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　平成 30 年 5 月 25 日（金）清水総合運動場陸上競

技場にて 19 地区から選手 189 名、役員委員 52 名が

参加して清水区クロッケー大会が行われました。

　大会実行委員、保体委員の準備なども整い、司会者

の合図でスタートし、地区予選を勝ち抜いた選手は、

初戦より厳しいサバイバル戦（6 名 1 組・3 名勝ち上

がり）に挑みました。決勝戦は、4 回勝ち上がった選

手で行われ、どれも正確な距離感、巧みなボールコン

トロールを有する方々でした。

　なお、男女別の優勝者、入賞順位は別表の通りです。

（鈴木 泰造）

西ヶ谷安章さん 望月紀代子さん優勝!!

高部地区 天王町桜木会優勝!!

男性の部

順　位 氏　名 地区名

優　勝 西ヶ谷安章 高　部

準優勝 土岐　明弘 入　江

第 3 位 中村　哲治 不二見

第 4 位 清水　勝司 興　津

第 5 位 望月　善行 庵　原

第 6 位 渡邊　哲也 庵　原

女性の部

順　位 氏　名 地区名

優　勝 望月紀代子 袖　師

準優勝 徳田　澄子 袖　師

第 3 位 遠藤えみ子 小　島

第 4 位 武田　信子 駒　越

第 5 位 望月　裕恵 興　津

第 6 位 樋口多鶴枝 有　度

90 歳以上記念メダル受賞者

酒井　保次 清　水 90 歳

杉田　俊江 飯　田 90 歳

大木きのゑ 小　島 91 歳

朝原　松男 蒲　原 90 歳

第９回 清水区クロッケー大会 大会結果

　6 月 26 日（火）清水区総合運動場体育館にて、21 地区

50 チームによる熱戦を展開しました。

　高部地区チームは優勝、準優勝と上位を占め、安定した

戦いぶりが光りました。入賞チームは右表のとおりです。

（鈴木 泰造）

大
会
結
果

順　位 地区名 チーム名 得　点

優　勝 高　部 天王町桜木会 1,097

準優勝 高　部 押切長寿会Ｂ 906

第 3 位 不二見 不二見 A 893

第 4 位 由　比 由比北 888

第 5 位 由　比 由比東 874

第 6 位 由　比 由比西 870
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活 動 紹 介 《 清 水 区 》

狙いすましての一打

第４回 清水区老連輪投げ大会

フォームも決まっています

仲間の応援を受けての一投
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私
た
ち
「
松
富
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
松
寿
会
」
は
、
現
在
66
名
の

会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
運

動
部
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
部
（
毎
月
第
1
日
曜

日
・
第
3
土
曜
日
に
賎
機
南
小

学
校
・
部
員
20
名
）、
輪
投
げ

部
（
毎
月
第
1
・
第
3
金
曜
日

に
松
富
第
二
公
民
館
・
部
員
16

名
）、
ペ
タ
ン
ク
部
（
毎
月
第

デ
ィ
ス
コ
ン
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

賎
機
地
区　
松
富
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
松
寿
会 

会
長　

望
月 

良
男

2
・
第
4
水
曜
日
に
松
富
な
か

よ
し
公
園
・
部
員
25
名
）、
ま

た
文
化
部
と
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ

部
（
毎
月
第
2
・
第
4
金
曜
日

に
松
富
第
二
公
民
館
・
部
員
14

名
）
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
新
た
に
取
り

入
れ
た
の
が
「
デ
ィ
ス
コ
ン
」

で
す
。
現
在
22
名
の
部
員
が
、

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜

日
に
町
内
の
第
一
公
民

館
に
集
ま
り
、
練
習
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
「
デ
ィ
ス
コ
ン
」
と

は
、
デ
ィ
ス
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
略
で
、
別
名

「
円
盤
ペ
タ
ン
ク
」
と

も
言
わ
れ
ペ
タ
ン
ク
に

よ
く
似
た
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
岡
山
市
少
年
自
然

の
家
の
職
員
が
考
案
し

て
平
成
9
年
に
発
表
さ

れ
た
も
の
で
、
競
技
は

赤
チ
ー
ム
、
青
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
1
チ
ー
ム
6
枚
の

円
盤
を
黄
色
の
ポ
イ
ン
ト
（
目

印
）
め
が
け
て
投
げ
、
ど
ち
ら

が
ポ
イ
ン
ト
に
近
づ
い
て
い
る

か
を
競
う
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
円
盤
は
表
裏
が
赤
と
青
に

な
っ
て
お
り
、
投
げ
方
に
よ
っ

て
は
円
盤
が
裏
返
り
相
手
の
チ

ー
ム
の
物
に
な
っ
て
し
ま
う
と

か
、
相
手
の
円
盤
を
は
じ
き
飛

ば
し
た
り
、
一
層
の
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
・
性
別
を
問
わ

ず
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
会
員
の
親
睦
や
健
康
・
体

力
づ
く
り
に
も
最
適
で
す
。

　

一
度
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（9）第 27 号 市 老 連 だ よ り 平成 30 年 7 月発行

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵  区 》

黄色のポイント目がけてディスクを投げます
どちらのチームがポイントに近いかな？

手軽なスポーツで会員交流
会員同士の親睦と健康づく
りに役だっています



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
東
大
谷
千
寿
ク
ラ
ブ

は
会
員
数
54
名
で
す
。
若
手
が

入
会
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
助

か
り
ま
す
。

　

毎
月
、
定
例
会
・
食
事
会
・

手
芸
の
会
と
行
事
が
多
い
で
す

が
、
な
か
で
も
手
芸
の
会
は
毎

月
第
4
水
曜
日
に
15
名
ほ
ど
集

ま
り
、
手
芸
や
折
り
紙
な
ど

の
物
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
布
地
は
、
自
分
た
ち
の

若
い
頃
に
着
た
着
物
な
ど

を
解
い
て
洗
濯
し
、
ア
イ
ロ
ン

を
掛
け
て
使
い
ま
す
。

　

タ
オ
ル
1
本
で
作
っ
た
ハ
ン

ガ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
・

猫
・
リ
ー
ス
・
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ

ッ
ク
な
ど
、
す
べ
て
手
縫
い
で

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

作
品
が
完
成
し
た
時
の
、
皆

の
笑
顔
が
最
高
で
す
。
多

数
が
完
成
し
た
の
で
、
自

分
た
ち
の
作
品
を
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、

3
月
27
日
～
28
日
の
2
日

間
、
展
示
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
勢
の

方
々
が
見
に
来
て
下

さ
り
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
折

り
紙
で
作
っ
た
舟
や

傘
な
ど
の
作
品
を
見
に
来
て
下

さ
っ
た
方
々
に
差
し
上
げ
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
も
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。「
ま
た
展
示
会
や
り
た

い
ね
」
と
皆
で
次
の
作
品
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

手
芸
に
興
味
の
あ
る
か
た
は

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

手
芸
で
物
づ
く
り
楽
し
ん
で
ま
す

大
谷
地
区　

東
大
谷
千
寿
ク
ラ
ブ 

会
長　

海
野 

宏
枝

第 27 号（10）市 老 連 だ よ り平成 30 年 7 月発行

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

手芸の会のメンバー 和気あいあいの楽しい会です

ティッシュケースやショルダーバッグなどの
さまざまな作品　手作りの温かみがあります



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

辻
地
区
は
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
前
か

ら
東
側
に
あ
た
る
秋
葉
山
や
矢

倉
神
社
の
周
り
ま
で
が
該
当

し
、
辻
小
学
校
学
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。
真
砂
町
、
辻
四
区
、

五
区
、
六
区

−

１
、六
区

−

２
、

七
区
の
6
単
老
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

辻
小
学
校
学
区
の
周
辺
は
最

近
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
で
き
、

地
域
活
動
の
基
本
と
な
る
自
治

会
活
動
も
な
か
な
か
困
難
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
若
い
人
の
転

出
も
あ
り
、
周
り
に
は
空
き
地

も
か
な
り
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
数
年
前
、

空
き
地
だ
っ
た
所
に
辻
公
園
を

造
っ
て
い
た

だ
き
、
子
ど

も
た
ち
（
小

学
生
が
主

体
）
が
多
く

集
ま
っ
て
来

て
遊
ん
で
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
花

の
植
え
付
け
や
水
や
り
、
草
取

り
を
交
代
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
午
前
中

を
利
用
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
週
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
で
き

た
こ
と
で
、
大
変
あ
り
が
た
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
の
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
清
水
区
の

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
、
6
月
に
は

清
水
区
の
輪
投
げ
大
会
と
積
極

的
に
参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
今
年
度
か
ら
会
長
を
お
受

け
し
た
ば
か
り
で
事
情
も
よ
く

分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
参
加
者
が
偏
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
人
は
積
極
的
で
良

い
の
で
す
が
、
新
顔
が
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
か
、
ど
う
し

た
ら
仲
間
に
入
っ
て
く
れ
る
の

か
悩
み
ま
す
。
大
勢
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
楽
し
さ
が
増
す
と

思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
一
方
、
受
け
入
れ
側
も
仲

間
を
増
や
す
お
誘
い
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人

で
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
ど
う
し

よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
き

仲
間
に
出
会
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
辻
小
学

校
は
、
静
岡
市
で
２
校
目
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に

認
定
さ
れ
、
学
校
と
地
域
と
の

連
携
を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
地
域
の
繋
が
り

と
絆
を
深
め
、
よ
り
良
い
町
を

め
ざ
し
て
自
治
会
を
中
心
に
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
私
た
ち

も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

辻
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

寺
本 

清
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ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

活
動
を
通
し
て
の
絆
づ
く
り

辻公園でのクロッケー練習

大会に備え練習に励む



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
会
員
35
名
（
男
性
15
名
、女
性
20
名
）

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
で
会
員
増
強
を
図
る
た
め

『
健
康
』『
奉
仕
』『
友
愛
』
の
3
つ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ク
ロ
ッ
ケ

ー
、
輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
部
員
23
名
（
当
ク
ラ
ブ
会
員
15
名
、

他
単
老
会
員
8
名
）
で
毎
週
月
～
金
曜
日
に
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
緑
い
っ
ぱ
い
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
神
社
境
内
で
体
を

動
か
し
、
み
ん
な
で
笑
い
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。
こ
れ
だ

け
で
も
健
康
が
維
持
で
き
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

1
回
達
成
で
10
円
を
出
し
て
も
ら
い
、
月
1
回
実
施
し
て
い

る
大
会
の
賞
品
代
に
あ
て
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
は
町
内
の
氏
神
様
で
あ
る
浅
間
神
社
境
内
の
清

掃
作
業
を
月
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

友
愛
活
動
は
女
性
部
の
活
動
と
し
て
今
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
「
老
人
憩
い
の
部
屋
」
を
活
用
し
て
、

お
し
ゃ
べ
り
、
お
茶
会
、
踊
り
、
手
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
等
、
共

に
楽
し
み
喜
び
を
感
じ
合
え

る
〈
通
い
の
場
〉
を
作
り
、

月
1
回
第
3
土
曜
日
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　

以
上
3
つ
の
活
動
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
情
報

収
集
に
努
め
会
員
が
一
人
で

も
多
く
入
会
し
て
く
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

３
つ
の
活
動
で
ク
ラ
ブ
活
性
化
を

会
員
増
強
に
繋
ぐ
演
芸
会
!

飯
田
地
区　

下
野
一
丁
目
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

苅
和 

勝
巳

田
町
学
区　

長
生
会 

女
性
委
員　

石
川 

和
恵

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、

全
国
的
な
傾
向
で
も
あ

る
会
員
減
少
に
悩
ん
で

い
ま
す
。
そ
こ
で
ど
う
す

れ
ば
会
員
を
増
員
出
来

る
の
か
と
考
え
、
皆
が
楽

し
め
る
演
芸
大
会
を
実

施
し
、
交
流
の
幅
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　

今
回
9
回
目
と
な
る

演
芸
会
を
6
月
23
日

（
土
）、
西
部
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
歌
謡
シ
ョ

ー
、
漫
談
、
腹
話
術
な
ど
25
演
目
が
ス
テ
ー
ジ
で
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
特
別
企
画
で
、
中
央
警
察

署
の
交
通
巡
視
員
・
西
部
交
番
の
警
部
補
・
新
富
郵
便

局
長
に
よ
る
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
や
詐
欺
被
害
の
防

止
」
と
題
し
て
の
講
話
と
、
女
性
委
員
に
よ
る
「
詐
欺

の
手
口
の
語
り
寸
劇
」 

を
演
じ
ま
し
た
。

　

講
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
「
歩
行
中
に
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
反
射
材
を
身
に
着
け
、
横
断
歩
道
を

渡
っ
て
」。
ま
た
「
詐
欺
電
話
は
か
か
っ
て
き
て
も
、

騙
さ
れ
ず
に
警
察
に
電
話
を
」
と
注
意
が
あ
っ
た
。
皆

さ
ん
か
ら
は
「
分
か
り
や
す
い
内
容
で
良
か
っ
た
」「
騙

さ
れ
な
い
よ
う
気
を
付
け
よ
う
」
と
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
学
地
区
の
高
齢
者
が
少
し
で
も
知
識

を
高
め
、
交
通
事
故
や
詐
欺
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

頑
張
れ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
生
会
!

第 27 号（12）市 老 連 だ よ り平成 30 年 7 月発行

私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！

グラウンド・ゴルフが活発です

演芸会は回を重ねるごとに
参加者がどんどん増えています。



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

事業名 実施日 備考

第 13 回輪投げ大会  8 月 10 日（金） 北部体育館

第 2 回シニアクラブ大会 10 月 4 日（木） 清水文化会館マリナート

第 12 回グラウンド・ゴルフ大会
10 月 12 日（金）
※予備日 10 月 16 日（火）

松富スポーツ広場

第 5 回ペタンク大会
12 月　7 日（金）
※予備日 12 月 14 日（金）

新興津緑地公園多目的広場

事業名 実施日 備考
グラウンド・ゴルフ大会 5 月 30 日（水） 松富スポーツ広場
輪投げ大会 6 月 22 日（金） 中央体育館

ペタンク大会
9 月 12 日（火）
※予備日 9 月 19 日（水）

松富スポーツ広場

スポーツ大会 10 月 24 日（水） 中央体育館
葵区・駿河区合同作品展 11 月 21 日（水）〜 11 月 25 日（日） 市民ギャラリー
葵区・駿河区合同芸能発表会 平成 31 年 1 月 31 日（木） 市民文化会館

　　　事業名 実施日 備考
グラウンド・ゴルフ大会 5 月 24 日（木）　 中原スポーツ広場
輪投げ大会 6 月 20 日（水） 中央体育館

ペタンク大会 9 月 20 日（木）
※予備日 9 月 27 日 （木）　 中原スポーツ広場

スポーツ大会 10 月 23 日（火） 中央体育館
駿河区・葵区合同作品展 11 月 21 日（水）〜 11 月 25 日（日） 市民ギャラリー
駿河区・葵区芸能発表会 平成 30 年 1 月 31 日（木） 市民文化会館

　　　事業名 実施日 備考
クロッケー大会 5 月 25 日（金） 清水総合運動場陸上競技場
輪投げ大会 6 月 26 日（火） 清水総合運動場体育館
ボウリング大会 7 月 10 日（火） 狐ヶ崎ヤングランドボウル

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 21 日（金）
※予備日 9 月 27 日（木） 新興津緑地公園多目的広場

スポーツ大会 10 月 23 日（火）
※予備日 10 月 30 日（火） 新興津緑地公園多目的広場

清水福祉総合文化祭作品展 11 月 9 日（金）〜 11 月 12 日（月） はーとぴあ清水
芸能発表会 平成 31 年 1 月 24 日（木） 清水文化会館マリナート

葵　区

駿河区

清水区

市老連
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

穏
や
か
な
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
梅
雨
の
気
配
を
感
じ
る
頃
と

な
っ
た
日
、
歌
の
歌
碑
を
訪
ね
て

車
を
走
ら
せ
て
み
ま
し
た
。

　

静
岡
側
か
ら
日
本
平
パ
ー
ク
ウ

ェ
イ
に
入
り
日
本
平
動
物
園
、
県

舞
台
芸
術
公
園
を
左
右
に
み
て
新

緑
の
木
々
の
ま
ば
ゆ
さ
を
感
じ
な

が
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
側
日
本
平
山

頂
に
到
着
。
駿
河
湾
を
一
望
し
最

初
の
「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」
の
歌
碑

に
足
を
運
ん
だ
が
工
事
中
の
た
め

立
ち
入
り
禁
止
!!
残
念
。

　

次
は
「
赤
い
靴
」
の
母
子
像
へ
。

平
成
30
年
度
開
館
を
目
指
し
日

本
平
展
望
施
設
整
備
工
事
が
大
々

第19回

的
に
行
わ
れ
て
い
る
そ

ば
に
あ
る
。
野
口
雨
情

の
詩
に
あ
る
赤
い
靴
を

は
い
た
女
の
子
の
モ
デ

ル
は
幸
せ
薄
い
母
と
子

の
悲
し
い
物
語
で
あ
る

が
、
生
ま
れ
故
郷
（
不

二
見
町
）
を
見
下
ろ
す

日
本
平
山
頂
に
再
び
合

い
会
わ
せ
よ
う
と
多
く

の
方
の
浄
財
を
得
て
建
立
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
『
母
と
子
よ
永
遠
に

安
ら
か
な
れ
』と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

日
本
平
か
ら
車
を
清
水
側
へ
走

ら
せ
茶
畑
、
み
か
ん
畑
の
緑
に
目

を
休
め
つ
つ
清
水
港
を
眼
下
に
見

な
が
ら
梅
蔭
禅
寺
に
眠
る
「
清
水

次
郎
長
」
の
墓
に
あ
る
「
旅
姿
三

人
男
」
の
歌
碑
へ
。
23
歳
で
渡
世

の
世
界
へ
入
り
49
歳
で
渡
世
か
ら

足
を
洗
い
、
74
歳
で
生
涯
を
終
え

た
次
郎
長
は
常
に
庶
民
の
味
方
と

な
っ
た
。
ま
た
『
仏
に
敵
も
味
方

も
な
い
』
と
壮
士
墓
を
建
立
。
晩

年
は
好
好
爺
で
「
次
郎
長
さ
ん
」

と
慕
わ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

さ
ら
に
車
を
「
三
保
の
松
原
・

羽
衣
の
松
」
へ
と
走
ら
せ
る
。
御

穂
神
社
の
参
道
「
神
の
道
」
の
先

に
あ
る
樹
齢
６
０
０
年
と
い
う
老

松
に
天
女
が
衣
を
か
け
た
と
い
う

が
現
在
は
3
代
目
「
羽
衣
の
松
」

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。「
富

士
山
世
界
遺
産
・
構
成
遺
産
」
と

な
っ
た
三
保
の
松
原
が
富
士
山
を

バ
ッ
ク
に
し
て
風
光
絶
佳
の
地
に

あ
る
。
今
日
は
曇
り
空
の
た
め
富

士
山
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
雪
の
あ
る
日
の
富
士
山
は
素

晴
ら
し
い
。

　

再
び
車
を
走
ら
せ
「
三
保
園
ホ

テ
ル
」
へ
。
ロ
ビ
ー
で
一
服
の
コ

ー
ヒ
ー
で
く
つ
ろ
ぎ
、
ホ
テ
ル
入

口
の
足
湯
に
つ
か
り
ド
ラ
イ
ブ
の

疲
れ
を
癒
し
た
。
車
で
約
3
時
間

の
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
、
幸

せ
を
感
じ
帰
宅
し
た
。

（
大
石
眞
由
美
）
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車
で
巡
る
日
本
平
と
三
保

三保の松原・御穂神社

「赤い靴」の母子像



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

小
雨
の
降
る
日
、
今
日
は
母
の

日
で
し
た
。
大
正
7
年
5
月
2
日

に
生
ま
れ
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

た
山
田
ふ
さ
ゑ

さ
ん
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。
金
歯
を
光
ら
せ
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
た
ふ
さ
ゑ

さ
ん
は
、
会
話
の
一
言
一
言
に
、

は
っ
き
り
と
受
け
答
え
し
て
下
さ

い
ま
す
。
こ
の
方
が
１
０
０
歳
！

と
思
わ
ず
疑
い
た
く
な
る
位
の
し

っ
か
り
者
で
し
た
。

　

玄
関
に
は
、
１
０
０
歳
の

長
寿
を
お
子
様
・
孫
・
ひ
孫

さ
ん
た
ち
か
ら
お
祝
い
と
し

て
い
た
だ
い
た
鉢
植
え
の
大

き
な
花
を
咲
か
せ
た
ラ
ン
の

鉢
植
え
が
並
び
、
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
色
紙
等
々
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

48
歳
で
ご
主
人

と
死
別
、
5
人
の

子
ど
も
を
育
て
上

げ
た
ふ
さ
ゑ
さ
ん

の
人
生
は
、
収
穫

し
た
野
菜
を
リ
ヤ

カ
ー
に
積
ん
で
、

ご
近
所
を
ス
タ
ー

ト
し
、
呉
服
町
の
街
中
ま
で
商
い

を
し
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
宝

に
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
広
大
な

畑
は
時
の
流
れ
で
マ
ン
シ
ョ
ン
に

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今

は
自
宅
で
育
て
た
野
菜
を
う
ば
車

に
乗
せ
、
今
日
も
商
い
に
出
か
け

ま
す
。「
お
金
の
計
算
の
間
違
い

は
な
い
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と

「
間
違
う
よ
う
で
は
や
っ
て
い
る

意
味
が
な
い
よ
！
」
と
の
こ
と
。

が
く
然
と
し
ま
し
た
。
偏
食
も
な

く
生
活
の
リ
ズ
ム
も
き
ち
ん
と

し
、
月
1
回
の
定
期
健
診
も
1
人

で
出
か
け
ま
す
。

　

家
で
の
生
活
場
所
は
2
階
！

「
階
段
の
上
り
下
り
が
リ
ハ
ビ
リ

に
な
る
ん
だ
よ
」
入
浴
中
も
手
足

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
頑
張
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
は
「
あ

と
10
年
は
生
き
た
い
ね
ー
施
設
に

は
入
り
た
く
な
い
ね
ー
」
と
の
こ

と
。

　

ふ
さ
ゑ
さ
ん
が
こ
ん
な
に
元
気

で
幸
せ
を
感
じ
て
生
活
さ
れ
て
い

る
の
は
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

　

帰
り
際
に
は
し
っ
か
り
握
手
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
握
力
と
手
の

ぬ
く
も
り
を
み
や

げ
に
お
い
と
ま
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（

大
石
眞
由
美
）
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ま
だ
ま
だ
現
役　

お
元
気
１
０
０
歳
!!

輪投げの練習にも元気に参加



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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30年11月15日 (木 )

○○

A から F の順に並べると、
ひとつのことばになります。 A B C D E F

5 6

1

4

53

5

8

7

2

見 て2

道路を横断する際は、左右の
安全をよく確認しましょう。

止まって1

急に道路に出ると危険です。
歩道や路側帯など安全な場所
で必ず一度止まりましょう。

待って渡る3

ドライバーが歩行者に気づい
ているとは限りません。車が
止まるのを待ちましょう。

目立つ服装を！4

夜間外出する際は、明るい服装
や反射材を着用しましょう！

守 れ て い ま す か ？ 交 通 ル ー ル
◆�交通事故で亡くなった方の6割が「歩行者」です。
◆�歩行中の死亡事故のうち、道路横断中の事故が8割以上を占めています。



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清
水
区　

入
江
地
区　

木
蓮
の
会　

澤
入　

兼
男

背
を
丸
め
妻
は
床
拭
く
十
三
夜

清
水
区　

有
度
地
区　

公
寿
会　

青
木　

一
枝

一
つ
覚
え
二
つ
忘
る
る
更
衣

清
水
区　

三
保
地
区　

宮
方
二
区
昴
会　

岩
本
岩
次
郎

戦
時
中
兄
弟
取
ら
れ
母
か
な
し

清
水
区　

有
度
地
区　

歩
み
会　

花
田　

ふ
き

讃
岐
路
や
無
人
駅
に
も
桜
咲
く

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

軒
先
に
手
作
り
鯉
と
親
心

駿
河
区　

川
原
学
区　

上
長
寿
会　

新
村　

敬
子

晴
れ
ら
か
や
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
で
手
を
繋
ぐ

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

ふ
っ
く
ら
と
膨
ら
む
余
命
豆
御
飯

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

つ
ば
め
た
ち
今
年
も
同
じ
巣（
家
）に
き
た
ね

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

小
原　

民
子

新
し
い
門
出
に
映
え
る
サ
ク
ラ
か
な

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

栗
田
八
千
代

朝
寒
き
チ
ョ
ッ
キ
脱
ぎ
た
る
太ひ陽
の
光

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

曻　

年
ご
と
の
思
い
で
作
る
桜
か
な

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

三
重
野
隆
志

桜
咲
く
祭
の
時
は
葉
桜
か

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

春
嵐
巨
大
ク
レ
ー
ン
三
基
立
つ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

花
む
し
ろ
手
を
取
り
歩
む
幼
子
と

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

中
野　

洋
子

桜
見
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
幸
福
ね

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

向
山　

真
弓

車
い
す
押
し
て
妹
お
花
見
に

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

佐
藤
加
代
子

春
耕
に
美
白
あ
き
ら
め
実
を
と
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

陣
取
り
の
ご
と
里
山
の
樟
若
葉

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

百
点
の
テ
ス
ト
髙
々
柏
餅

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

風
孕
み
大
河
を
遡
上
鯉
の
ぼ
り

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

あ
の
人
の
汗
の
臭
ひ
や
夏
帽
子

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

鈴
木　

辰
男

更
衣
笑
み
し
地
蔵
の
瞳
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

車
な
き
生
活
に
慣
れ
新
茶
汲
む

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

古
池
に
定
石
の
ご
と
蓮
の
白

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

切
り
口
を
揃
へ
て
香
る
は
し
り
蕗

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

八
十
路
越
え
同
期
の
集
い
風
薫
る

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

青
芝
に
ま
ろ
び
し
子
等
の
髙
き
声
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俳
句

川
柳

短
歌

会
員
文
芸



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

ひ
孫
増
え
あ
ん
た
誰
の
子
17
人

清
水
区　

入
江
地
区　

木
蓮
の
会　

澤
入　

兼
男

血
と
汗
を
笑
顔
で
隠
し
氷
華ば

な

清
水
区　

三
保
地
区　

宮
方
二
区
昴
会　

岩
本
岩
次
郎

愚
か
な
る
乱
世
の
世
に
皆
お
こ
る

駿
河
区　

西
豊
田
学
区　

手
と
手
の
会　

森
山　

豊
子

眠
り
姫
百
年
た
て
ば
お
ば
ば
様

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

産
声
が
じ
い
じ
バ
ア
バ
に
初
節
句

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

幸
子

う
れ
し
い
な
孫
九
人
の
宝
も
の

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
富
美
子

定
年
後
ふ
る
さ
と
帰
り
若
手
員

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

宮
城
島
常
男

カ
ラ
オ
ケ
ヤ
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
ニ
ツ
イ
テ
ユ
ケ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

栗
田
八
千
代

今
一
度
大
き
な
声
で
ア
エ
イ
オ
ウ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

岩
田　

幸
子

鏡
見
て
あ
な
た
は
ど
な
た
と
聞
く
私

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

井
芹　

光
子

ネ
ク
タ
イ
へ
夫つ

ま

が
手
を
貸
す
初
出
勤

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

一
同
に
集
い
し
仲
間
声
は
ず
む

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

割
れ
目
か
ら
寒
風
に
耐
え
咲
く
ス
ミ
レ

　

我
に
生
き
方
教
え
示
さ
ん

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

真
っ
白
い
一
輪
の
花
あ
じ
さ
い
が

　

色
づ
く
日
々
が
待
ち
ど
う
し
い
や

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

松
永　

久
男

独
身
の
俺
に
も
楽
し
い
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

　

百
歳
目
指
し
て
頑
張
る
ぞ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

懐
か
し
き
リ
ン
ゴ
の
唄
を
う
た
ふ
な
り

　

生
き
生
き
老
良
の
仲
間
と
共
に

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

高
明

さ
ん
さ
ん
と
陽
だ
ま
り
に
咲
く
水
仙
の

　

花
は
生
き
い
き
我
も
生
き
い
き

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

生
き
生
き
と
老
い
て
も
芽
出
す
里
ま
ち
の

　

な
り
わ
い
楽
し
春
の
賑
わ
い
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川
柳

短
歌

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た

め
１
人
各
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ

名
・
筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員

会
に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・「
こ
の
記
事
が
良
か
っ
た
」「
こ
ん
な
記
事
が
読
み

た
い
（
特
集
を
組
ん
で
ほ
し
い
）」
な
ど
、

　

ご
意
見
、
ご
要
望
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
紙
面

上
に
て
適
宜
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

〒４２０−０８５４

静岡市葵区城内町 1 番 1 号

静岡市中央福祉センター 3 階

シニアクラブ静岡市事務局

原 稿 募 集



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

年
2
回
発
行
の
『
市
老
連
だ
よ
り
』

皆
さ
ん
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
？
全
国
的
に
梅
雨
に
入
り
、

う
っ
と
う
し
い
日
が
続
く
頃
に
、
各
区

か
ら
2
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
広
報
委
員

が
集
ま
り
編
集
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

紙
面
の
構
成
は
定
型
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各

区
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿

や
、
活
動
内
容
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
増
え
て
い
る
の
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
会
員
は
減
少
！
ど
の
ク
ラ
ブ
も
同
じ
悩
み
で

し
ょ
う
。
増
強
運
動
は
あ
の
手
こ
の
手
で
行
っ

て
い
る
の
に
！
会
員
増
強
の
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
単
老
の
会
長
さ
ん
や
学
区

の
会
長
さ
ん
、
そ
れ
に
直
接
事
務
局
で
も
結
構

で
す
。
ど
し
ど
し
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
大
石
眞
由
美
）

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き

ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向

上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後

と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

○
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

熊
崎　

岩
男
（
葵　

区　

井　

宮
）

石
川　

和
恵
（
葵　

区　

田　

町
）

野
田　

睦
彦
（
駿
河
区　

中　

田
）

吉
野
ち
よ
み
（
清
水
区　

浜　

田
）

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

　昨年の「見守りサポーター」講習を受講された
清水区の会員さんから詐欺のハガキが届いたと連絡がありまし
たので実物を紹介します。
　連絡を受け、各区の理事会で会員の皆様へのお知らせと注意
をお願いすると共に、警察署と市役所へ通報しました。
　他の女性会員さんからは、息子になりすました男性から「セ
クハラで訴えられて、被害女性の母親と弁護士が話をしたいと
隣りにいるので代わるから…」という電話があり　『詐欺だとピ
ーンときたのですぐ電話を切った』という話も伺いました。
　テレビや新聞で詐欺の話はご存じかと思いますが、身近な所
で実際にハガキや電話がきています。少しでも不審や不安を感
じたら家族やお友達、近くの交番等に相談しましょう！

11月27日足助（香嵐渓）にて実施します。紅葉真っ盛り
の街道をのんびり歩こう‼近日募集予定、お楽しみに。開催告知 第３回会員交流ウォ―キング

詐欺ハガキにご注意 !!

あなたにも届くかもしれません

実際に届いた
ハガキです
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編 集 後 記

４
ペ

ー
ジ

の
こ

た
え

　
①

誤
認

　
②

嗚
咽

　
③

思
想

　
④

傾
倒

　
⑤

祝
福

　
⑥

近
道


